
保健師助産師看護師法施行規則の一部を改正する省令案に関す

る御意見募集の結果について 

 

  令 和 ８ 年 ３ 月 1 9 日 

厚生労働省医政局看護課 

 

標記について、令和８年 12月 25日から令和８年１月 25日まで御意見を募集

したところ、１件の御意見をいただきました。お寄せいただいた御意見とそれ

に対する考え方を次のとおり御報告いたします。 

皆様方の御協力に厚く御礼申し上げるとともに、今後とも厚生労働行政の推

進に御協力賜りますようお願い申し上げます。 

No. 御意見 御意見に対する考え方 

１ 本改正案は、医療現場における
専門職の役割や業務の在り方を見
直し、医療提供体制の質と安全性
を高めることを目的としているも
のと理解している。その観点か
ら、看護職に限らず、他の医療系
国家資格職種についても、現代の
医療・社会状況に即した業務範囲
の整理・検討が重要であると考え
る。 
 

視能訓練士は国家資格を有する
医療職として、眼周囲の解剖学、
視機能、薬剤の影響および安全管
理について専門的な教育と臨床経

験を積んでいる職種である。しか
し現行制度においては、眼周囲で
行われる美容行為について、視能
訓練士の専門性が十分に評価・活
用されていない現状がある。 
 
例えば、まつ毛パーマ等の眼周

囲の美容行為は侵襲性が低い一方
で、薬剤使用や眼障害のリスクを

伴うため、本来は眼科的知識を有
する専門職が関与する方が安全性
は高いと考えられる。しかし現状
では、医療職である視能訓練士が
制度上関与できない一方、他の医
療系資格職種が美容医療分野に関
与できる例も見られ、制度上の整

御意見ありがとうございます。 
今後の検討において参考とさせて

いただきます。 



合性に疑問が生じている。 
 
本改正案を契機として、国民の

安全確保および医療人材の有効活
用の観点から、視能訓練士を含む
医療系専門職全体の業務範囲や役
割について、横断的な制度検討が
行われることを要望する。 

 


